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・はじめに
　2019年末頃に端を発する新型コロナウィルス感染
症の流行は，日常の市民生活のみならず大学におけ
る教育研究活動へも多大な影響を与えることとなっ
た．本学においても2020年度前期の授業開始時期が
当初の 4 月初旬から 5 月中旬にずれ込むとともに，
授業形態についても教員と学生が直に接する対面授
業からzoomによる遠隔授業への移行を余儀なくさ
れ，講義系，実習・演習系等を問わず全ての授業形
態に適用されることとなった．筆者が担当する「美
術」のデザイン領域の授業も例外ではなく，遠隔授
業の実施に向けた方策の検討が迫られた．
　一般にデザイン領域の授業はその授業目的・目標
を達成する上で理論的内容に加えて造形表現技術の
習得が不可欠なため，受講生への直接的な指導が可
能な対面授業の採用が基本とされている．しかしそ
の実施が不可能となったことから急遽，遠隔授業の
実施に向けた方策を検討し，それに基づく授業の実
施および運営を行うことで，まずは2020年度前期授

業を無事に終えることができた．
　本稿では，以上のような（ある意味，緊急事態と
でもいうべき）状況において，筆者が担当するデザ
イン領域の授業，特に実習・演習をどのように遠隔
授業として行ったのか，またその検討・実施の過程
で得られた知見等について，記録としての意味合い
も込め，述べることとしたい．

1.　デザイン領域の授業の「体系」と「目標」
　まず，遠隔授業の方策の検討・実施の前提条件と
して，教員養成系学部におけるデザイン領域の授業
の「体系」と「目標」について整理しておきたい．
1.1　デザイン領域の「体系」
　教員養成系学部におけるデザイン領域は，教員免
許法において「絵画」「彫刻」「工芸」「美術理論・
美術史」及び「美術科教育」と並ぶ領域として位置
付けられ，主に中学校・高等学校の「美術」の教員
免許状の取得希望者に向けて授業が開講されてい
る．なお本領域が教員養成課程に設置された際の経
緯から，「構成」を含む本来のデザインに加え，材
料・材質，造形文法あるいはテクノロジーに基づく
メディアを活用した表現など，「美術」全体におい
て共通的・普遍的に重要な内容もその取り扱いの範
囲に含むものとされる．したがって「美術」全体の
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有機的な統合を担保する，総合性・学際性が求めら
れる領域といえる（図 1）．

　なお，本学では本領域の授業の実施にあたり，
　①構成・基礎造形
　②グラフィックデザイン
の 2 つに領域を分割・整理し，それぞれに授業科目
を配置している．一方で「美術」の各領域のうち絵
画領域の専任教員が常勤として配置されていないこ
とから，素描等の基礎領域については
　③造形表現（基礎描画）
という形で筆者が授業を担当し，実質的にデザイン
領域に包含される分野として一体的な運営を行って
いる．なお，①〜③に含まれる授業科目は図 2 のよ
うに区分されている．

1.2　デザイン領域の各分野の「目標」
　ここで，デザイン領域を構成する各分野の「目標」
を前項の①〜③に基づき確認したい．これは授業形
態が対面，遠隔のいずれであっても変動しないこと
が前提となることから，本稿が主眼とする遠隔授業
による演習・実習系授業のあり方を考察する上で，
その確認は重要である．
1.2.1　「構成・基礎造形」分野の目標
　「構成・基礎造形」分野は，あらゆる造形展開の
上で不可欠な「基本的造形要素（色彩，形体，素材）」

の性質を理解した上で，それらを活用した造形表現
を実践できる能力の育成を目標としている．特に造
形・デザインの基礎理論としての構成原理に基づき
平面及び立体の両面から，基本的造形要素の特性の
活用し合理的に造形表現を実践できる能力の習得を
目指している．
　また，今日の情報テクノロジーの発展は「美術」
にも多大な影響を与えており，特にデザイン領域で
はコンピュータや情報メディアの活用が不可欠に
なっていることから，それらを利用したデザインの
基本的な知識，技法も本分野の対象範囲となる．し
たがってマニュアル的な表現手法や造形的特性との
違いを理解し，その知見を活用したデザイン技能の
習得も到達目標の一つとして設定されている．
1.2.2　「グラフィックデザイン」分野の目標
　「グラフィックデザイン」分野は，視覚伝達デザ
インや情報デザインを含むグラフィックデザイン全
般を展開する上で必要な実践的技能の習得を目標と
している．特に受講者が将来的に教員としての活躍
が期待される地域社会において，グラフィックデザ
インが必要とされる実際的事例を課題とすることに
よって，その実践的な運用能力の習得を目指してい
る．したがって受講生は本分野の履修を通じて，以
下の 4 つの到達目標
	 ①問題解決手法としてのグラフィック・デザイン

を適切に運用できること．
	 ②デザインプロセスを適切に運用できること．
	 ③問題に対する解決策を適切に提案できること．
	 ④解決策に基づき適切な表現を提示できること．
に基づき，問題解決学としてのグラフィックデザイ
ンのあり方を学ぶことになる．
1.2.3　「造形表現（基礎描画）」分野の目標
　「造形表現（基礎描画）」分野は，主に平面造形の
基礎的表現手法の習得を目的に，表現様態と使用材
料・道具との関係を理解するとともに，描画を適切
に行う上で必要となる基礎的技能の習得を目指して
いる．したがって以下の 4 つの到達目標
	 ①平面造形表現の様態について理解する．
	 ②平面造形表現で使用する材料・道具等を使用す

ることができる．
	 ③平面造形表現の様態と使用する材料・道具等の

関係を理解した上で，適切な平面造形表現を展
開することができる． 

によって，当該分野の基礎的な表現手法を学ぶこと

図 1　「美術」の各領域

図 2　デザイン領域を構成する各分野と授業科目
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になる．特に「平面造形表現の様態」と「使用する
材料・道具等の特性」の関係を理解し適切な活用技
能を身につけることで，効果的かつ妥当的な平面造
形表現の実践能力の習得を目指している．

2.　遠隔授業の方針策定上の基底
　ここで，前項で示した各分野の目標を筆者が遠隔
授業においてどのように実現しようとしたのか，記
述していくこととしたい．本学において遠隔授業の
実施が教員側に通知1）されたのは令和 2 年 4 月 9 日
であり，授業開始日は同年 5 月11日に設定された．
現実的な問題として，事前準備の期間がほとんどな
い中での実施といっても過言ではない．このわずか
な準備期間及び大学側からの提示条件に従い，授業
実施に向けた検討を行うこととなった．
2.1　遠隔授業を実施する上での基底
　遠隔授業の実施にあたり大学側からいくつかの条
件が提示された．授業形式については，
	 ①授業内容をzoomによりライブ配信する形式

（ライブ式）
	 ②授業内容を事前に収録した上で配信する形式

（オンデマンド式）
	 ③ライブ式とオンデマンド式の融合形式（ハイブ

リッド式）
のいずれかからの選択が求められ，筆者は「ライブ
式」により授業を実施することとした．その理由は
前項で述べたとおり，デザイン領域ではデザインを
行う上での基本技能の習得ということを目標に掲げ
ており，その実現にあたりライブ式以外の選択肢は
存在しないと考えたことにある．
2.2　遠隔授業の実施における参考先行事例
　なお遠隔授業の方策検討にあたり，「CSCW」及
び「美術系大学における通信教育」の 2 つに関する
先行事例を参考にした．
2.2.1　CSCWについて
　CSCW（computer-supported co-operating 
works）は文字通り，コンピュータによる人間の共
同作業の支援のことである．その代表的研究者であ
る石井裕によると「CSCWの特徴は，組織における
社会的活動という視点から人間のコラボレーション

（グループワーク）とそのコンピュータ支援」であり，
「前半の『コンピュータ支援』と後半の『コラボレー
ション』というふたつの概念，すなわち支援手段／
支援対象の概念から構成されている2）」としている．

　ここで「授業」のあり方を実施形態，特に担当教
員と受講生とのコラボレーションとして位置付ける
ならば，zoomによるライブ式の遠隔授業はインター
ネットという情報伝達空間において両者間のインタ
フェース，すなわち「協働作業の場」として機能し，
CSCWの適用が可能となる（図 3）．デザイン領域
の授業のように，担当教員と受講生との間に密接な
コラボレーションが不可欠な場合，CSCWは極め
て有効な方法と考えられる．

　ちなみに筆者は企業勤務時代にCSCWを活用し
たデザイン業務支援システムの開発を主導し，社内
各部署とデザイン担当部門とのコラボレーション
を実現した経験を持つ3）．その知見も活用しながら
zoomによるライブ式授業の実施に向け，検討・準
備および実際に遠隔授業を進めていくことにした．
2.2.2　美術系大学における通信教育について
　いくつかの美術系大学では，遠隔地に居住する学
生への通信教育による実習・演習系授業が実施4）さ
れていることから，参考にすることとした．
　一般に美術系大学における通信教育は郵送を主な
通信手段として行われているが，遠隔地に居住する
学生への対応や受講生が対面可能な場に不在の場合
の授業方法等，蓄積されてきたノウハウの多さに驚
かされた．特に，実施が困難とされる実習・演習授
業の運営実績は特筆に値する．
　例えば武蔵野美術大学通信教育課程の場合，一般
的な「通信授業」に加え，担当教員から直接的に制
作実技等の指導を受ける「面接授業（スクーリング）」
及びインターネットを活用した授業内容のデータ配

図 3　授業空間へのCSCWの適用と
「協働作業の場」の形成
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信やゼミ形式で制作作品への講評を行う「メディア
授業」の三形態を計画的に組み合わせる形で実施し，
それによって通信教育の利点の活用と欠点の補完を
連動させ，教育効果の確保に努めている．子細は異
なるものの調査した範囲で他大学も同様であり，確
実な教育効果が確保できるよう，様々な工夫がなさ
れていることが確認できた．
　そこで他大学に関する調査事例に基づき，通信教
育における実習・演習系授業の実施上のポイントを
整理すると
	 ①授業内容を事前に教科書や学習指導書などの形

でドキュメントとしてまとめ，授業開始時まで
には受講生に対し提示可能な体制を整えること

（調査対象となった大学の場合，授業テキスト
を事前に配布し，予め授業の全体像を受講生が
確認可能な体制を整えている）．

	 ②受講生と担当教員との関係を確実に構築するこ
とを重視し，定期的に両者がコミュニケーショ
ン可能な場を設定すること（前述の事例のよう
に，「スクリーング」やインターネットを使用
した指導など，受講生と担当教員がコミュニ
ケーションを確実に行える場の設定が不可欠）．

	 ③実習・演習課題の実施にあたり，その主旨や注
意等のポイントを必ず文書等で明示するととも
に，突発的な事象が発生した場合の対応体制を
必ず事前に受講生に提示すること（美術系通信
教育で実習・演習系授業を可能にしているのは
この体制を整備していることが大きい）．

の 3 点があるのではないかと考えるに至った．この
ような他大学の通信教育の先行事例は，筆者が遠隔
授業を実施する際に大いに役に立った．

3.　遠隔授業の実践事例
　ここで，筆者が実際に遠隔授業を実践した事例に
ついて，見ていくことにしたい．
3.1　事例１「造形表現演習Ⅰ」の実践事例
3.1.1　受講者の特徴と授業内容設定上の基底
　「造形表現演習Ⅰ」は「造形表現（基礎描画）」分
野の授業科目であり，中高「美術」免許状取得上の
必修科目として，美術初学者を受講対象とする．近
年の受講者の傾向をみると，副免取得希望者がその
大半を占める．
　前述のように，本授業は美術の初学者を対象とし
て開講されることから，従来的な対面授業であれば

受講生への直接的な技能指導が不可欠となる．した
がって担当教員による口頭説明に加え，作業場面の
実演と技能指導が授業内容設定上の基底となる．
3.1.2　遠隔授業の実施にあたり想定された問題点
　今回のように，面前での作業場面の実演や直接的
な実技指導ができない場合，どのように基礎的技能
を受講生に習得させるか，ということは遠隔授業の
方策の検討にあたり問題となった．特に受講生への
技能指導はzoomによるコンピュータ画面越し行う
方法に限定されたことから，その方策は極めて大き
な検討課題となった．
3.1.3　実際の授業内容と指導上の主眼点
　以上の問題点を踏まえると，当初予定していた授
業内容の変更も視野に入ってくるが，それによって
授業目標の変更も必要になる可能性が大であった．
ただし，授業目標は授業形態が対面，遠隔のいずれ
であっても変動しないことが前提となる．したがっ
て本授業ではシラバスに記載した「基礎的描画」及
び「色彩に基づく造形表現」に関する授業内容5）に
ついて，zoomによるコンピュータ画面越しでの実
技指導が可能になるよう以下のように対応を検討し
た上で，それぞれ予定通りに実施することとした．
⑴　基礎的描画
　本授業は本格的な描画の経験がほとんどない受講
生を対象とすることから，まずは描画経験を多く積
ませることを初期段階における指導上の基本とし，
のち描画に慣れてきた段階で基礎技能の習得に向け
具体的な指導を行うことにした．その際，zoomの
コンピュータの画面越しでは細かい描画技法の指導
は困難なことから，課題の設定および制作条件に工
夫が必要となる．そこで，画面から描画技法やその
習熟具合の確認が可能なように
　①モチーフ形状の正確な描出
　②描画材料の適切な使用法
の 2 点に焦点を絞って課題を設定した上で指導する
こととした．なお②については通常，鉛筆や木炭を
材料に使用するが，取り扱いが極めて繊細であるこ
と，また画面越しでは描出される線の状態の確認が
困難なことから，本授業では取り扱いが容易かつ線
の状態確認が画面越しでも明瞭に確認可能な黒ボー
ルペンを採用するなど，画面越しでの指導が可能に
なるように工夫を施した．
⑵　色彩に基づく造形表現
　色を表現対象として扱った経験がない受講生がほ
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とんどであることから，指導にあたっては色彩材料
の基本的な扱い方の習得が基本となる．ただし細か
い技法上の指導はzoom画面を通じては困難である
ことから，従来の技術指導に加え色彩理論に基づく
配色技法のあり方も交えながら指導を行った．
3.1.4　本授業で制作された学生作品
　図 4 に本授業で作成された学生作品のうち⑴に関
するものを提示する．授業の初期作品と終盤作品と
を比較すると，モチーフ形状の適切な描出及びボー
ルペンによる描画線の扱い方等に上達具合を確認で
き，前項で検討した工夫が何らかの効果を与えたと
考えている．

3.1.5　本授業を展開した上での考察
　従前の基礎的描画の指導では，総合的な観点から
造形表現の基礎的内容を網羅しての実施が一般的で
ある．しかし今回の遠隔授業ではzoom画面を通じ
た技能指導が求められたことから，その特性を十分
に考慮した上で受講生の技能習熟の確認をどのよう
に行うか，ということがポイントとなった．筆者は
その対応策として，黒ボールペンの使用や色彩理論
に基づく配色方法を採用したが，それが果たして適
切であったのか，改めて検討が必要と考えている．
　しかし見方を変えると，zoomという一見，受講
上かつ指導上の制約が存在する授業環境が新たな材
料や授業方法を採用する契機となったのも確かであ
り，それによって授業目標をほぼ達成することがで
きたことから，その点については前向きな評価を与
えてもいいのではないかと考えている．
　ちなみに基礎的描画の指導にあたって黒ボールペ
ンを採用したことは，担当教員及び受講生の両方に
新たな経験値を与えることとなった．黒ボールペン
はいずれの側にとっても描画材料としては未知数な

存在であり，お互いに手探りの状態で実習に臨むこ
とになった．実はこのことが授業過程全般を通して
zoomの画面越しに両者間のコミュニケーションが
発生し，コラボレーション空間として機能する契機
になったと感じている．お互いに画面越しにボール
ペンで描かれた線を確認しあい，適切な描画方法に
ついて検討して行ったのである．その意味では制約
条件としてのzoomによる授業環境が一転，担当教
員と受講生との「共通認識の場」として機能するよ
うになったと考えることができる．
　本来，zoomは情報通信環境下におけるインタフェ
イスに過ぎないが，それが遠隔授業において担当教
員と受講生との間の「共通認識の場」として機能す
る可能性を確認できたことは，デザイン領域におけ
る実習・演習のあり方を考える上での重要な知見を
得たのではないかと考えている（図 5）．

3.2　事例 2「構成・基礎造形Ⅱ」の実践事例
3.2.1　受講者の特徴と授業内容設定上の基底
　「構成・基礎造形Ⅱ」は「構成・基礎造形」分野
の第二段階の授業科目であり，中高「美術」免許状
取得の上でデザイン領域の選択科目として位置付け
られている．（入学試験での実技検査の対策を含め）
高校までにデザインに関する内容を学習してきた受
講生はほぼ皆無であり，本授業がデザイン領域に触
れる初めての機会となる．したがって，デザインの
基礎技法としての基本的造形要素の扱い方の習得が
授業内容設定上の基底となる6）．　
3.2.2　遠隔授業の実施にあたり想定された問題点
　このようなことから「構成・基礎造形Ⅱ」では
　①造形を行う上での基礎技法の習得
　②１の基盤となる造形の基礎理論の理解
を主眼点とする各種の実習課題が設定される．この

図 4　「造形表現演習Ⅰ」で制作された描画作品の一例

図 5　「共通認識の場」としての授業環境

授業開始時に描かれたもの 授業終盤に描かれたもの
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うち②は相当部分が座学であり遠隔授業であっても
授業内容への影響は少ないと考えられる．一方，①
については「造形表現演習Ⅰ」の場合と同様，通常
は対面授業で行っている基礎技法の習得をどのよう
に遠隔授業で行うか，ということが問題となる．こ
の場合，受講生の技能の習得状況を都度，確認し
ながらの授業展開が必要になるが，遠隔授業では
zoomの画面越しの確認に止まってしまうことから，
より慎重な授業運営が求められることとなった．　
3.2.3　実際の授業内容と指導上の主眼点
　以上のことを踏まえ本授業では，造形表現上の基
本要因を解決しないとその実施が困難になるような
課題を設定することで対処することとした．なお，
以下で具体的な課題内容を提示する．
⑴　「正方形の二等分割・四等分割」による造形表現
　例えば「正方形を直線分のみで二等分割したパ
ターン」を作成するという課題を設定する．この場
合，どのような条件が存在しているだろうか．この
解答としては「正方形の重心」を直線分が通る（図
6）ということが最低限の条件となる．このように，
造形表現上の基本的な要因をクリアしないと表現自
体が困難になる，ということが本課題設定の主旨で
あり，前述の問題点の解決を企図する．
　一方で「この条件を満たすことで作成可能なパ
ターン」を「全てあげる」ということを制作課題と
して設定してみる．これについては，直線分を正方
形の重心を中心に回転させること全てのパターンを
得ることができる（図 7）．このような一見，当た
り前のように思える事象であってもいざ，造形表現
上の条件として設定されると途端に難易度が上が
り，デザイン初学者の多くは戸惑いを隠せなくない．
　以上のように，本授業では造形表現上の制約に基
づく演習課題を設定し，受講学生に対して課題解決
上の理論的・理知的な理解と感性的・発想的な造形
表現の展開の両立を要求した．それは前述の遠隔授
業上の問題点の解決を意図する一方，本課題の「制
約条件」が逆に造形的発想を行う上での「原点」と
して昇華可能なものであることを明示している．し
たがって遠隔授業のような学習効果の確認が直接的
に行えないような授業環境において有効に作用する
題材として考えることができる．
　なお，本授業で実際に提示した課題は「正方形を
同形・同量になるように線によって二等分割・四等
分割せよ」というものであった．これに基づき制作

された学生作品の一つを図 8 に示すが，理論的思考
に基づく知見を活用した極めて柔軟な発想によって
実現していることを確認できる．
⑵　分割図形を活用した「再構成」
　本課題は前項で提示した課題の発展形にあたる．
具体的な課題内容は「正方形を同形同量になるよう
に二等分割・四等分割したものを裁断し，再構成す
ることで造形表現を展開せよ」というものであっ
た．一見，前項で作成されたものを単純に裁断すれ
ば実現可能と考えてしまうが，まずは⑴で得られた
知見を整理した上で二等分割・四等分割に用いられ
る線の形状の単純化なしには本課題の実施は困難で
ある．なぜなら線の形状が複雑なままではその再構
成の際に支障をきたし，課題内容の実現はまず不可
能であるからである．したがって前項の課題実施時
に要求された理論的・理知的な理解と感性的・発想
的な造形表現の展開の両立に加え，それらを一連の
造形システムとして認識，活用することが本課題を
遂行する上での必須要件となる．このような課題は
遠隔授業のような授業環境において，その発展性を

図 6　正方形の二等分割（1）
※線分は必ず正方形の重心を通過

図 7　正方形の二等分割（2）
※線分は必ず正方形の重心を中心に回転

図 8　「正方形の二等分割」による学生作品の一例
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担保する有効性が高い題材といえる．
　なお，制作された学生作品の一つを図 9 に示すが，
単純に二等分割・四等分割するだけでなく，再構成
することをも十分に意識した上で作成されているこ
とが確認できる．その意味では，本課題に内在する
造形システムを発見，理解した上で相当の検討を加
えて制作されていることがわかる．

3.2.4　本授業を展開した上での考察
　以上，「構成・基礎造形Ⅱ」の事例を見てきたが，
遠隔授業であっても課題内容の設定の仕方次第で造
形理論の理解と合理的な発想が融合した，多様な造
形表現が展開可能なことを確認できる．「美術」，特
にデザイン領域では，理論的な思考に基づきながら
も極めて柔軟な発想を行い得る能力を要求するが，
その育成を遠隔授業で行おうとする場合，ここで設
定したような課題は有効性が高いといえる．
　なお例年，本授業において筆者は受講生の作品制
作上の検討過程を観察しているが，必ずしも制作当
初から理論的な思考をしているわけではなく，最初
は「手当たり次第」すなわち「思いつき」的に発想
していたものが，その精緻化の過程で「システム的
発想」へ昇華した瞬間に多様な造形を実現できるよ
うになることを確認している．本課題を適切に実現
できた受講生の多くにこれと同様の事象が生じてい

るように感じている．
　これに基づくならば，デザインに必要な能力とし
て単に造形感覚のみならず，造形表現の実践のあり
方を造形システムへ昇華させる能力の存在が大きい
ように感じられる．今回の遠隔授業において，この
ような，造形的レベルが非常に高い能力の育成可能
性をその展開の中で確認できた意義は大きく，この
点についてはより詳細な検討が必要と考える．
　ただいずれにしても，本授業で設定した課題は，
その解決過程において表現対象に内在している「仕
組み」の理解とそれに基づく「発想」との関連性や
整合性をとることを要求するものであることから，
その実現により，受講生は自律的な造形展開を指向
するようになることが期待できる．
　このようにデザイン領域の遠隔授業においては，
受講生の自律的な表現展開を促すような工夫を施し
た上で，発想的，表現的，技法的な内容が一連の造
形システムとして機能するような課題の設定が極め
て重要と考えられる．一方zoomという授業環境は，
具体的に受講生と教員とを結ぶ「共通認識の場」と
して機能するものであるから，授業課題の主旨を明
確化し，受講学生の問題解決をより効果的に促す，
いわゆるインタープリターとしての役目を担うこと
が期待できる（図10）．したがって，本課題による
知見は遠隔授業のみならず，今後のデザイン領域の
授業において有効性を検証する上での検討課題とな
ると考えている．

図 9　「正方形の四等分割の再構成」による学生作品の一例

図10　「共通認識の場」としての造形システム
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3.3　事例 3「グラフィックデザイン演習Ⅰ」の実
践事例
3.3.1　受講者の特徴と授業内容設定上の基底
　「グラフィックデザイン演習Ⅰ」は，グラフィッ
クデザイン分野の導入科目である．受講者はこれま
でにグラフィックデザインの経験はないことから，
グラフィックデザインの「考え方の基本」について
理解した上で，その「基礎技法」及び「問題発見，
問題解決の手法」を実践可能な能力の育成が授業内
容設定上の基底となる．したがって，本授業ではグ
ラフィックデザイン特有の諸技法である

①文字組の基礎作法
②印刷作法

	 ③デザインコンセプトおよびデザインプロセスの
設定方法

について履修することとなる7）．
3.3.2　遠隔授業の実施にあたり想定された問題点
　グラフィックデザインのような実際に社会性を有
して展開されるデザインでは，様々な要件が複合的
かつ複雑に構成されるため，デザインそのものだけ
でなく関連する諸要件についての総合的な理解も必
要となる．対面授業では受講生とのコミュニケー
ションやその学習状況から指導や確認が可能である
が，遠隔授業では困難が生じると考えられる．
　また，前項の①〜③で示した内容は，デザイン技
法の中でも高い専門性を有するデザイン対象といえ
る．したがって従来のような大学に設置されている
専門的な設備を利用した実習環境とは異なり，遠隔
授業でそれをどのように確保するか，ということも
問題点としてあげることができる．
3.3.3　実際の授業内容と指導上の主眼点
　そこで本授業では，課題内容の設定を工夫するこ
とによって対処することとした．本来であれば前項
の①〜③を個別的かつ詳細に実習内容として実施す
べきだが，遠隔授業ではその実施が困難なことが予
想されたため，授業目標に抵触しない範囲で内容を
組み直した上で，

①印刷技法の理解
②文字の扱いに関する理解
③文字組作法の理解

という 3 点を主眼に実施することとした．
　なお現在のグラフィックデザインでは，いわゆ
る「手技」のみによる表現展開はほぼ皆無であり，
Adobe IllustratorやAdobe Photoshop等のデザイン

業務支援ソフトウエアによるのが一般的である．し
たがって例年の実習ではこれらを使用しているが，
今回の遠隔授業では使用可能なコンピュータ環境は
学生の所有するものに限定され，またこれらのソフ
トウエアは学生個人が購入するには高価であること
から，今回はその利用を断念することとした．一方
で大学側から学生に供与されているソフトウエア”
Microsoft office365”に搭載されているWordおよ
びExcelが本授業で活用可能であることから，本授
業ではその機能を活用し，以下の 3 つの演習課題を
実施することとした．
⑴　印刷技法に関する演習課題
　「グラフィックデザインとは何か」という問いに
対する答えはその解釈によって多様であるが，最も
狭義の解釈をするならば「印刷技法を活用すること
で行われるデザイン」とするのが妥当である．これ
に従うならば，グラフィックデザインの実践にあ
たってはその技術基盤としての印刷技法に関する理
解およびその習得が必須となる．
　なおグラフィックデザインにおける色彩の扱い方
は他の「美術」の領域，特に絵画領域とは顕著に異
なっており，例えば多様な色を生み出す技法である

「混色」については両者の間で指向性が異なってい
る8）．したがってその技能習得にあたっては，混色
手法の基本である「プロセスカラー 9）」についての
理解が必須となる．
　プロセスカラーを学習する場合，今日ではコン
ピュータ，特にデザイン業務支援ソフトウエアの使
用によるのが一般的であるが，今回は遠隔授業のた
めその使用は不可能である．しかし表計算機能を主
とするExcelにプロセスカラー機能の搭載を確認し
たことから，それを利用した印刷表現における色表
現に関する学習が可能となった．図11に示すカラー
チャートの作成はその実習課題の一例である．
⑵　文字の扱いに関する演習課題
　色と同様にグラフィックデザイン独自の表現技法
として「文字」，いわゆる「フォント」によるもの
がある．これは他の「美術」分野には見られない，
グラフィックデザイン特有の表現手法であり，その
扱い方の理解及び技能の習得が必須となる．
　なお，「文字」の実習にあたっては，今日的に色
彩の場合と同様に本来的にはデザイン業務支援ソフ
トウエアの使用が不可欠であるが，その代替として
Wordの文字機能の活用が可能であるため，今回は
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それで対応することとし，「字体の種類」「文字の大
きさ」「行間」「字間」等の基本的な事項に加え，「正
体・斜体・長体・平体」「明朝体・ゴシック体・セ
リフ体・サンセリフ体」などの文字構造に関する内
容について学習することができた（図12）．
⑶　文字組作法に関する演習課題
　グラフィックデザインにおける文字の扱いに関す
る学習は，最終的に「文字組」に集約され，字体や
行間，字間，大きさなどの文字の組み合わせ方に関
する設定を総合的にコントロールし，表現対象とな
る文章の意味や意図を理解しやすく，かつ美的に構
成するための作法の習得が求められる．したがって，
例年であれば他の演習課題と同様，専門性の高いデ
ザイン業務支援ソフトウエアを使用して実習を実施
することになるが，今年度はその代替としてWord
の文字機能を活用して演習を行った．その結果，専
門ソフトウエアには劣るものの，実用に耐えうるレ
ベルでの表現実践が可能であることを確認したとと
もに，グラフィックデザイン作法に関する理解を深
めることができた（図13）．図11　Excelを使用して作成した

プロセスカラーによるカラーチャート

図12　Wordを使用した文字に関する演習課題作品 図13　Wordを使用した文字組に関する演習課題作品
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3.3.4　本授業を展開した上での考察
　本授業において従来，使用していたソフトウエア
等が使用できないなどの制約のため，大きな不安を
抱えた中で授業を開始することとなったが，最終的
に無事，授業目標を達成することができた．
　各課題を実践する中で当初，想定していなかった
事象として，実習・演習で使用したコンピュータ，
ソフトウエア，インターネット等の情報環境が担当
教員と受講生との間で「同一環境」として機能して
いたことがある．いうなれば両者は”what I see is 
what you see（WISIYS）”あるいは”what I see is 
what you get（WISIYG）”を実現した情報環境下
で授業を行なっていたということである10）．その意
味ではWordやExcel，あるいはzoomなどの使用に
よってCSCWが実現していたと考えることができ
る．
　前述において遠隔授業を行う上での事前の問題点
として，教員と受講生の共通認識の確保，すなわち
両者の「共通認識の場」をどのように構築するか，
ということを指摘したが，本授業ではWISIWYS及
びWISIWYGの環境下にあるという明確な認識がな
い中で，「共通認識の場」を構築していたというこ
とは驚きに値する．本授業実践において代替システ
ムとして利用したWordやExcelが「共通認識の場」
を形成する上での要素の一つとして十分に機能して
いた同時に，zoomを加えることでWISIWYS及び
WISIWYGを形成し，教員と受講生の間でCSCWに
よるコラボレーションを実現していたといえる．
　その意味では，zoomによる通信環境とWordや
Excelなどの業務支援ソフトウエアが組み合わされ
ることにより，それらが一連の「CSCWシステム」，
すなわち担当教員と受講生との間の「共通の仕組み」
として機能するとともに，その活用によって遠隔授
業が極めて容易に，かつ対面授業以上の効果を発揮
して実施されたと考えることができる．すなわち，
コンピュータシステムを活用した両者間の「協働作
業空間」を実現するということが遠隔授業における
実習・演習系授業を円滑に展開する上のポイントで
はないかと考えている（図14）．実際，今回のグラ
フィックデザインⅠにおける遠隔授業の実践では，
通常の対面授業以上に，その機能の活用により効果
的な授業展開が実現したと感じている．この点につ
いては今後，さらに検討が必要であろう．

4.　まとめ
　本稿では 3 つの授業事例をもとに，デザイン領域
における遠隔授業のあり方について述べてきた．
　当初，一種の緊急対応的な観点から授業の準備及
び実践を行なっていたが，その過程において，遠隔
授業によるデザイン分野の実習・演習系授業の展開
に必要な点および通常の対面授業へも展開可能な内
容が顕在化されたことなどを確認することになっ
た．以下に考察として５つの内容を記述したい．
4.1　遠隔授業に対する学生の反応
　遠隔授業の開始当初，従来のデザイン領域の実
習・演習と雰囲気が異なるためか，受講生に戸惑い
が感じられたが，授業回数を重ねるにつれて徐々に
慣れてきたようである．なお，各授業の終盤にそれ
ぞれ授業アンケートを実施11）したが，遠隔授業に
対する否定的な意見は特段なかった．
　一方で，受講の際の事前準備，特に授業内でプレ
ゼンテーションを行う作品や試作を授業前までに終
了させなければならなかったのがきつかった，と述
べた受講生の存在も確認された．その点について筆
者は，授業形態による受講生の受講姿勢の違いが原
因なのではないかと考えている．今回のzoomによ
る遠隔授業の実施過程を通じて，筆者は従来的な対
面授業のように教員が課題を提示し受講生が受身的
に作品制作を行う形式から，受講生が授業日を期限
として事前に作成した作品等について説明し教員は
それに対して講評および指導を行う，いわゆるプレ

図14　CSCWを実装したコラボレーション空間

Akita University



第43号　2021年 37

ゼンテーション方式へ自然発生的に移行したことを
確認している．このことを鑑みると前述の一部の受
講生から出された意見は，その移行過程において，
従来の実習系授業のあり方とは異なり能動的な姿勢
での受講を迫られ，また期限を区切られた形で作品
制作や発表準備が必要となったことに負担を感じた
ことを起因とすると推察している．
　したがって本事例は，zoomによる遠隔授業とい
う環境が受講生側の積極的な受講姿勢を誘発し効果
的な授業展開がなされた一方で，逆に一部の受講生
にとっては負担をかけるものとなっていたことを示
唆するものとして捉えることができる．その意味で
は，zoomによる遠隔授業という環境下における授
業運営のあり方や実習課題の設定の仕方，あるいは
授業方法の違いによる受講生の負担感の軽減，など
に関する検討が必要と考えている．
4.2　遠隔授業による実習・演習系授業実施の是非
　前述のように，授業形式が徐々にプレゼンテー
ションを主とするものに移行していったことに対し
て，筆者は遠隔授業による実習・演習系授業の実施
の是非に関する一つの解答が顕在化したのではない
かと考えている．
　従来の一般的なデザイン領域における実習・演習
系授業では，学生は主に授業時間内で作業をし，教
員はそれに対して直接的な技能指導を行うという形
式で行われてきた．それに対して，今回のzoomに
よる遠隔授業では，学生は事前に授業時間外での制
作作業や発表準備を求められることとなった．その
理由として，学生側は事前に作品を制作し発表準備
をしておかないと，そもそも授業に出席できない雰
囲気が自然と形成されたことにあると考えている．
　これを鑑みると，（事前の準備なしに）出席が求
められてしまう（あるいは出席ができてしまう）対
面授業が，デザイン領域の実習・演習系授業として
効果的なものであったのか，再考が必要といえる．
この点については授業のあり方，特に到達目標等と
授業形態との関連から検討が必要と考えている．
4.3　遠隔授業のCSCWによる授業支援は可能
か？
　今回の遠隔授業を通じて，コンピュータ等の情報
環境が授業という場において，学生と教員との「共
通認識の場」として機能するとともに，以下の①〜
③のように授業ごとにその類型を分類できると考え
るに至った．

	 ①zoom画面（造形表現演習I）
	 ②zoom画面＋造形システム（構成・基礎造形Ⅱ）
	 ③zoom画面＋デザインシステム＋ソフトウエア

環境（グラフィックデザイン演習I）
　授業担当者としての筆者の印象において，①から
③に行くに従い，すなわち授業内容が専門性を増し
ていくほどコンピュータやソフトウエアによる授
業支援が効果的になるように感じられた．①及び
②の段階ではzoomの通信機能のみが授業環境を形
成していたものが，③のようにzoomやソフトウエ
アによって授業環境がより強固に形成され担当教員
と受講生との間で「共通認識の場」として機能する
ようになると授業効果はより高まるということで
ある．今回の場合，グラフィックデザイン演習Iで
形成された状態がそれにあたると考えられる．し
かもそのような状態の形成がzoom及び”Microsoft 
office365”という一般の市販ソフトウエアによって
の実現が確認できたことは，遠隔授業による実習・
演習系授業のあり方の知見として極めて有意義と考
えている．もし，特定の授業に対応可能なよう，オー
ダーメイドによって「共通認識の場」の形成からデ
ザイン業務支援までを実装したソフトウエアを構築
した上で授業に臨めたのであれば，その効果はより
高まるであろうことが予測される．
　したがって，受講者と担当教員間の「共感領域の
場」の形成を目的とするCSCWによるコンピュー
タ環境下での実習・演習系授業は有意義であり，単
なる授業支援以上の効果を得る可能性があると考え
ている．特に，使用する情報環境が複合的になるに
従い効果は大きいようであることから，従来の方法
論からより踏み込んだ形での授業環境の形成に関す
る検討が必要と考えられる．
4.4　DXをどのように，どのような体制で行うか
　このように，CSCWの形成による授業環境は実
習・演習系授業において有意義と考えられる．一方
で，CSCWによって授業環境の形成・整備を行うの
であれば，授業内容のDX（Digital Transformation）
への対応は不可欠といえる．
　今回の遠隔授業はコロナ禍による緊急避難的な措
置に伴うものだが，それを恒常的に実施しようとし
た場合，DXへの対応は極めて重要になる．そもそ
も今回の場合はあくまで非常時対応のため，各教員
は相当無理をして授業を準備しその実施に臨んでい
たのは想像に難くない．
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　この体制の恒常的な維持が必要ならば，例えば費
用や準備の手間等への対応は不可欠であり，特に
DXに対応可能な体制の整備が必要である．
4.5　「実体性」への対応をどうするか？
　一方，「実体性」という点からDXへの対応を考
えると，前項とは真逆の対応が必要となる可能性も
存在する．DXはコンピュータやインターネット等，
情報環境を運営する上で不可欠である．デザイン領
域はそれへの対応が比較的容易であるが，その対象
を「美術」全体に拡張すると，DXには不適切な側
面も多数存在していると考えられる．
　そもそもDXは実体性のある存在をデジタル化す
るための基本技術であるが，それは情報化，すなわ
ち実体の仮想化をも意味する．「美術」には様々な
側面が存在するが，必ずしも全てがDXに対応可能
とは限らない．従前から「美術」が実習・演習系授
業を必要とする最大の理由は，材料や道具などの実
体を通じてそのあり方を学ぶことに意義が存在して
いるからであり，それは座学のみでは学ぶことがで
きないことを根拠としているといっても過言ではな
いからである．したがって，従前の「美術」の授業
では直接，材料等の造形対象を触りその実体を知る
ことの重要性を認識していたからこそ，座学ではな
く実習・演習による指導が行われてきたのである．
しかし，遠隔授業では実体についての直接的対応や
指導は現在のところ不可能であり，その実施にあた
り「美術」の授業のすべての内容をDXの対象とし
ようとするのは論理の飛躍の度が過ぎる．
　「美術」と一言でいっても，DXの対象としてふ
さわしい内容もあれば不適切なものも存在する．そ
の意味では授業目的との関連で，使い分けが必要と
なるのは自明といえる．ただし「実体性」に関する
問題はまさに「美術」というもののあり方や存在意
義に直結するものであり，その対処の仕方は極めて
大きな課題として慎重に検討を行う必要がある．

　以上，5 点に関する考察を本稿のまとめとして記
述したが，今回の遠隔授業を実施した結果として，
その実施・支援の体制を適切に構築することによっ
て，デザイン領域の実習・演習系の授業の展開は可
能との印象を持つに至った．遠隔授業が今後も継続
するのか否かは今後の動向によるところが大きい
が，今回の緊急ともいうべき事態がこれまでの当た
り前とされてきた授業，特にデザイン領域の実習・

演習系授業のあり方に対して再考の契機となったこ
とは非常に有意義と考えている．「対面か遠隔か」
の議論は今後も続くことになると思うが，より適切
な授業運営を目指すことには変わりはなく，その実
現に向けた努力を継続していきたい．
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Summary
　In the design field, it is essential to acquire 
the technical content of modeling expression in 
addition to the theoretical content in order to 
achieve the purpose and goal, so in-person class 
that can give direct guidance to students are the 
basis. However, since it became impossible to 
implement it due to the epidemic of COVID-19 
infection that started around the end of 2019, it 
was urgently forced to consider and implement 
measures for the realization of remote learning. 
　In this paper, I have described how the practice 
in the design field, especially practical training 
and exercises, were conducted as distance lessons 
in such a situation, and the knowledge gained in 
the process of examination and implementation. 
I’m discussing the functions and effects of CSCW

（Computer-Supported Co-Operating works）in the 
implementation of remote learning by utilizing the 
information environment.

Key Words :	design, remote learning, practice, 
CSCW
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